
意識があるかどうかを呼びかける。手足を軽くつねる。

普段の呼吸と違う、すぐに眠ってしまうのは異常と判断しましょう。

通報者はあわてずゆっくり伝えて！
・意識、呼吸はあるか。事故か急病か、発生状況
・場所：北翔大学　○○　
・通報者の氏名

内線：324
外線：011-387-3984

外線：011-387-4174

・保健センターに連絡

外線：011-387-3984

ＡＥＤ配置図

　本人情報を伝える
・倒れた状況を知っている人が原則救急車に同乗する

・救急車が到着したら、傷病者の状態や行った手当の内容、

　関係部署、家族に連絡依頼

・学生支援オフイスに救急車の誘導を依頼、

まずは落ち着いて意識・呼吸を確認

意識がない、呼吸がいつもと違う、大量出血、広範囲

の火傷などの場合

直ちに救急車を呼ぶ

協力要請・関係部署に連絡

ＡＥＤ準備

必要に応じて胸部圧迫・ＡＥＤ使用、止血

意識はあるが自力で歩けない

あるいは判断に困る場合

保健センターに連絡

指示に従う
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事後、傷病発生報告書を作成し保健センターに提出してください

傷病発生報告書(簡易版）はここ

ある

時間外は警備室に連絡

内線：362

外線：386-8211

けが人

急病人発生

ない

夜間・休日救急当番医療機関の照会先

医療救急情報センター

電話: 011-221-8699

URL:    qq.pref.hokkaido.jp

http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/healthcenter/files/2015AED.pdf
http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/healthcenter/files/houkoku.pdf

